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徳田教之教授近影



徳
田
教
之
教
授

五

昭
和
四
―
―

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
五

0
年

昭
和
五

昭
和
四
二
年

八
月

昭昭昭昭昭昭 昭昭昭昭昭
和和和和和和和 和和和和. . 
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七 五 五 四 四 ニニ〇五九
年年年年年年年年年年

四
月

十
月

八
月

三
月

三
月

三
月

三
月

四
月

三
月

四
月

徳
田
教
之
教
授

に
生
ま
れ
る
。

東
京
都
中
野
区
立
桃
園
第
三
国
民
学
校
卒
業

鳥
取
県
立
倉
吉
高
等
学
校
卒
業

慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
修
了
、
法
学
修
士

日
本
相
互
銀
行
に
入
社

同
行
を
依
願
退
職

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
研
究
生

同
大
学
法
学
研
究
科
研
究
生
修
了

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
（
調
査
研
究
部
）
に
入
所
、
昭
和
五
四
年
五
月
末
日
ま
で
勤
務

同
研
究
所
海
外
派
遣
員
と
し
て
国
立
台
湾
大
学
農
村
社
会
経
済
研
究
所
、
香
港
大
学
中
文
学
院
に

留
学
（
昭
和
三
九
年
十
月
ま
で
）

同
研
究
所
海
外
調
査
員
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
バ
ー
ク
レ
ー
）
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー

に
留
学
、
同
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
（
昭
和
四
三
年
八
月
ま
で
）

同
大
学
現
代
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
（
昭
和
四
四
年
八
月
ま
で
）

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
調
査
研
究
部
主
任
調
査
研
究
員
に
昇
格

同
調
査
研
究
部
東
ア
ジ
ア
調
査
研
究
に
関
す
る
企
画
、

慶
応
義
塾
大
学
よ
り
法
学
博
士
の
学
位
授
与

同
調
査
研
究
部
次
長
に
昇
格
後
退
職

連
絡
担
当
に
任
命

略
歴



徳
田
教
之
教
授

昭
和
五
四
年
六
月

昭
和
五
四
年
七
月

昭
和
五
七
年
七
月

昭
和
五
九
年
七
月

平
成
二
年
十
一
月

平

成

七

年

三

月

筑
波
大
学
社
会
科
学
系
教
授
に
就
任

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
現
代
中
国
研
究
所
客
員
教
授
（
九
月
ま
で
）

日
本
国
在
北
京
大
使
館
専
門
調
査
員
に
就
任
（
昭
和
五
八
年
十
月
ま
で
）

筑
波
大
学
社
会
科
学
系
長
に
任
命
（
昭
和
六
一
年
七
月
ま
で
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
）
国
際
関
係
・
太
平
洋
研
究
大
学
院
客
員
教
授

筑
波
大
学
を
定
年
退
官

四
子
会
活
動
及
び
そ
の
他
]

ア
ジ
ア
政
経
学
会
の
評
議
員
、
理
事
、
日
本
国
際
政
治
学
会
の
評
議
員
、
社
団
法
人
ア
ジ
ア
調
査
会
研
究
委
員
、
及
び
文
部
省
大

学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
専
門
委
員
（
大
学
設
置
分
科
会
、
法
学
）
、
慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
明

治
学
院
大
学
法
学
部
の
非
常
勤
講
師
な
ど
を
務
む
。

略
歴

， 
/, 



著
作
目
録

徳
田
教
之
教
授

『
毛
沢
東
主
義
の
政
治
力
学
』

編
著
収
録
論
文

『
中
ソ
社
会
主
義
の
政
治
動
態
』
辻
村
明
と
共
編

[
ま
え
が
き
、
第
三
章
一
九
五
四
年
に
お
け
る
高
岡
・
饒
漱
石
粛
清
の
政
治
力
学
]

『
中
国
社
会
主
義
の
戦
略
形
成
一
九
五
三
ー
五
八
』
編

[
ま
え
が
き
、
第
一
章
社
会
主
義
戦
略
と
し
て
の
毛
沢
東
主
義
の
起
源
〕

『
中
国
政
治
の
長
中
期
的
展
望
』
編
[
序
諭
転
換
期
社
会
主
義
社
会
の
制
御
と
統
合
ヽ
第
二
章

中
共
湖
南
省
委
貝
会
と
第
十
一
期
三
中
全
会
路
線
、
終
章
中
国
政
治
の
中
長
期
的
展
望
]

徳
田
教
之
教
授

『
毛
沢
東
主
義
の
形
成
』

著

書

著
作
目
録

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

日
本
国
際
問
題
研
究
所

慶
応
通
信

慶
応
通
信

七

昭
和
六
一
年
十
一
月

昭
和
五
二
年

昭
和
五
一
年

十

月

昭
和
四
九
年
十
二
月

四
月

昭
和
四
六
年
十
一
月



九
八
二
年
版
）
』

延
安
時
代
と
毛
沢
東
路
線
の
確
立
]

『
中
国
現
代
史
』
中
嶋
嶺
雄
編

[
第
五
章
三
節
毛
沢
東
思
想
]

『
大
系
民
主
社
会
主
義
』
第

徳
田
教
之
教
授

第

一

節

基

本

的

性

格

（

石

川

忠

雄

と

共

同

執

筆

）

]

『
中
国
政
治
経
済
総
覧
（
昭
和
四
一
年
版
）
』

冨

三

章

に

お

け

る

毛

沢

東

の

指

導

権

出

現

の

政

治

的

文

脈

]

『
中
国
革
命
の
展
開
と
動
態
』
、
小
林
弘
治
編

・
収
倣
理
論
｀
ボ
ス
ト
・
ス
タ
ー
リ
ン
期
の
政
治
体
制
]

『

現

代

政

治

学

内

田

満

他

編

毛
沢
東
の
過
渡
期
階
級
闘
争
論
の
形
成
と
農
村
政
策
の
役
割
]

『
人
民
公
社
制
度
の
研
究
』
嶋
倉
民
生
、
中
兼
和
沖
次
編

『
中
国
総
覧
（

民
主
社
会
主
義
研
究
会
議
編

[
項
目
・
中
国
・
政
治
・
社
会
、

『
プ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』

共
著
収
録
論
文

霞
山
会

有
斐
閣

有
斐
閣

民
主
主
義
研
究
会

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
カ

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

昭
和
五
六
年

昭
和
五
五
年

四
月

八
月

昭
和
五

昭
和
四
七
年

昭
和
五

0
年

昭
和
四
九
年

六
月

四
月

二
月

昭
和
四

月

八



涵
顔
の
毛
沢
東
・
新
語
録
ー
『
毛
沢
東
思
想
万
歳
』

林
嘉
言
と
共
訳

徳
田
教
之
教
授

共

訳

著
作
目
録

『
毛
沢
東
ー
毛
と
中
国
革
命
』

(
J
・
チ
ェ
ン
著
）

よ
り
抜
粋
]

翻

訳

[
第
八
章

政
治
体
制
改
革
]

『
中
国
総
覧
(
-
九
九

0
年
版
）
』

[
項
目
・
中
国
の
政
治
機
構
、
全
国
人
民
代
表
大
会
]

『
現
代
政
治
学
事
典
』

[IV
中
国
社
会
主
義
に
お
け
る
毛
沢
束
の
映
像
と
残
像
]
『
現
代
中
国
第
四
巻

歴
史
と
近
代
化
』
小
島
晋
治
編

[
第
三
章
「
四
つ
の
近
代
化
」
路
線
の
政
治
的
構
図
]

『
現
代
中
国
政
治
の
構
造
』
衛
藤
審
吉
編

五
ハ
産
王
義
政
治
に
お
け
る
「
領
袖
」
批
判
]
『
現
代
中
国
と
世
界
ー
そ
の
政
治

的
展
望
』
石
川
忠
雄
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編

政
治
体
制
改
革
]
『
中
国
総
覧
(
-
九
八
八
年
版
）
』

[
第
八
章

『
季
刊

十一
筑
摩
書
房

霞
山
会

霞
山
会

日
本
国
際
問
題
研
究
所

大
学
教
育
社

岩
波
書
店

現
代
中
国
』

慶
応
通
信

昭
和
四
四
年

昭
和
四
九
年

平
成

平
成

九
二
年

平
成
―
―
一
年

昭
和
六
三
年

昭
和
五
七
年

昭
和
五
七
年

九
月

五
月

六
月

一
年
十
二
月

六
月

六
月

六
月

二
月



外
国
図
書
収
録
論
文

雑
誌
掲
載
論
文

『
毛
沢
東
の
秘
め
ら
れ
た
講
話

同
上
共
訳

下』

(
R
・
マ
ッ
ク
フ
ァ
ー
カ
ー
等
著
）

[
延
安
時
代
和
毛
沢
東
路
線
的
確
立
（
節
訳
）
]

『
日
本
学
者
視
野
中
的
毛
沢
東
思
想
』

江
西
ソ
ビ
エ
ト
期
に
お
け
る
抗
日
反
帝
統
一
戦
線
の
諸
問
題

（
石
川
忠
雄
と
共
同
執
筆
）
＝
二
巻
七
号

『
法
学
研
究
』

中
央
文
献
出
版
社
（
北
京
）

岩
波
書
店

岩
波
書
店
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昭
和
三
三
年

七
月

一
九
八
八
年
九
月

平

成

五

年

二
月

『
毛
沢
東
の
秘
め
ら
れ
た
講
話

小
山
三
郎
、
鐙
屋
一
と
共
訳

平

成

四

年

九

月

徳
田
教
之
教
授
著
作
目
録

1
0
 



徳
田
教
之
教
授

著
作
目
録

中
国
共
産
党
に
お
け
る
「
毛
沢
東
思
想
」
の
創
出
と
そ
の
凝
集
カ

巻
八

『
ア
ジ

ア
経
済
』

現
段
階
の
中
国
の
政
治
状
況

十

調
月
報
』

昭
和
四
六
年
八
月

昭
和
四
六
年
三
月

一
中
国
共
産
党
に
お
け
る
毛
沢
東
の
権
威
に
つ
い
て

,1. 

9

ート'

}
ー
遵
義
会
議
か
ら
七
全
大
会
ま
で
を
中
心
と
し
て

・
中
国
共
産
党
に
お
け
る
毛
沢
東
の
権
威
に
つ
い
て
口

{
毛
沢
東
思
想
と
い
う
神
話
に
つ
い
て
二
巻
二
号

i

中
国
共
産
党
に
お
け
る
毛
沢
東
の
権
威
と

~
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
生
成
と
定
着
化
過
程

―
日
中
関
係
の
イ
メ
ー
ジ
と
「
日
本
軍
国
主

＂
延
安
整
風
運
動
と
毛
沢
東
の
カ
リ
ス
マ
化

十

中
共
の
政
治
指
導
と
官
僚
主
義
批
判
の
問
題
点

中
国
共
産
党
の
人
的
構
成
の
特
質
・
ー
そ
の
党
風
形
成
へ

『
国
際
時
評
』

『
ア
ジ
ア
・
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
]

『
法
学
研
究
』

昭
和
四

0
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
五
年
一

月
七
月

四

六
月

四
月

十

ア
経
済
』

九
月

巻
一
号

ア
経
済
』

一
月

九
巻

『
自
由
』

昭
和
四

一
月

概
念
に
つ
い
て

,
1
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ー
と
権
力
の
関
連
へ
の
一
つ
の
視
角

七
巻
九
号

『
ア
ジ

九
月

中
国
共
産
党
に
お
け
る
世
代
的
断
層
十
号

一月

六
巻
九
号

ア
経
済
』

九
月



党
大
会
を
迎
え
た
華
國
鋒
政
権
の
ゆ
く
え

華
国
鋒
政
権
の
構
造
と
政
策

中
国
ー
政
治
（
七

0
年
代
日
本
に
お
け

一
九
巻
一
・
ニ
号

『
―

1
0世
紀
』

『
ア
ジ
ア
経
済
』

『
ア
ジ
ア
時
報
』

五
月 一月

十
月

の
運
命

九
号

九
月

六
月

華
国
鋒
政
権
の
パ
ン
ド
ラ

二
日
号

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル

四
月

の
召
集
と
中
国
政
治
の
動
向

毛
沢
東
の
内
な
る
ス
タ
ー
リ
ン

毛
沢
東
の
社
会
主
義
戦
略
と
階
級
闘
争
論

毛
沢
東
以
後
の
中
国
内
政

八

『
共
産
主
義
と
国
際
政
治
』

『
ア
ジ
ア
時
報
』

一
月

昭
和
五

九
月

十

「
論
展
』

， 
/'¥ 

ア
時
報
」

五
月

へ
の
金
時
計
か

徳
田
教
之
教
授

七
巻
五
号

昭
和
五

0
年

昭
和
五

0
年

昭
和
五

0
年

昭
和
五

0
年
十
二
月

昭
和
五
―
一
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
一
―

五
月

混
迷

四
月

に
一
九
五
五
年
七
月
の

十
六
巻
二
号

二
月

著
作
目
録



徳
田
教
之
教
授

中
国
共
産
党
十
四
回
大
会
路
線
を
分
析
す
る

ア
時
報
』

平
成

二
月

毛
沢
東
、
朝
鮮
戦
争
参
戦
の
秘
話

＝ 

『

A
E
R

平
成

二
年

中
国
の
政
治
体
制
改
革
論
の
行
方

二
―
一
号

ア
時
報
』

昭
和
六
二
年
十
二
月

中
国
の
「
全
面
的
改
革
」
と
政
治
民
主
化

三
二
三
号

『
国
際
問
題
」

昭
和
六

月

中
国
社
会
主
義
の
現
在
的
状
況

一
八
四
号

ア
時
報
』

昭
和
六

0
年

八

月

『
東
亜
」

昭
和
五
九
年

整
風
運
動
の
政
治
・
社
会
的
背
景

ー
毛
沢
東
時
代
と
は
大
変
異
な
っ
た
知
的
風
土

一
六

ア
時
報
』

四
月

四
号

中
国
に
お
け
る
「
現
代
化
」
の
政
治

ー
ポ
ス
ト
毛
沢
東
期
中
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